A美　：　30代のシングルマザー。4歳の娘を育児をしながらフルタイムで働いている。
B子　：　30代、夫と幼稚園の息子の3人暮らし。

A美
「はぁ、、、今月もこれっぽっちか～」
（カフェにて、通帳の残額を見て、ため息をついている）

B子
「A美、どうしたん？冴えない顔して」
A美
「ほぼ休みなしで仕事がんばっているのに、これだけ？ってがっかりするわ…」

Ｂ子
「世の中大変よね。いいわ、今日は私がごちそうしてあげるわ！
A美
「この前もごちそうしてくれたやん？！なんでそんなに羽振りがいいん？」

B子
「フフフ、実は私転職してさぁ、前よりお給料増えたってわけなんよ」
A美
「何？何の仕事してるん？？」
B子
「うん、実はタクシー乗務してるんよ」

A美
「え？タクシー？あのタクシー？」
「なんかしんどそうやわ」
B子
「それがそんなことないんよ。私も最初はしんどい仕事かなぁ、って思ったんやけど。
朝礼とかはあるけど、好きな時間に出社して、好きな時間に帰れるんよ」

A美
「そうなん？遅刻とか怒られない？」
B子
「出勤時間は自分で決めるから、遅刻っていうのがそもそもないんよね。シフトも自分の都合で決めれるし。それに、息子が熱出したりして、休む時は電話1本で簡単に休めるから」

Ａ美
「でも、1日中運転するのって、私にはでけへんなぁ」
Ｂ子
「休憩も自分のペースで取れるよ。実は今日も、勤務の最中だし」

Ａ美
「えぇっ？サボって大丈夫なん？？」
Ｂ子
「全然。事故を起こしたりしないよう、休憩はちゃんと取らないと、むしろダメなんよ。休憩は好きなところでランチしたり、私は自宅近くの会社で働いているから、家に帰ることもできるのよね。」

A美
「え～でもタクシーって夜遅くまで働かないとあかんでしょ？酔っ払いとか相手にするのやだな」
Ｂ子
「私は昼専門で走っているから大丈夫。17時には仕事終わって帰ってるわ。お客様もお買い物に行く人とか、病院へ行くおばあちゃんとか、丁寧な人ばかりだから安心よ。」

Ａ美
「そうなん～でも待って、タクシーって、その、すごい給料が安いイメージがあるんやけど」
Ｂ子
「フフフ、お金に目がないＡ美らしいわね。先月は24日働いて、手取りで25万円。先輩の女性ドライバーは、少な目の20日で20万円って人もいたけど、私はこれ欲しかったんよね～」
（ちらっときらびやかな時計をみせる）

Ａ美
「あぁっ！それ、B子が欲しがってたやつやん～～～いいなぁ！」
B子
「この前は旦那と息子と3人で温泉行ったけど、そういう時も気兼ねなく休めるからね。」

A美
「なに、ちょっと私も興味出てきたわ！でも、私、タクシーの免許ないんやけど、私でも運転できるん？」
B子
「タクシーは2種免許、っていうのが必要なんやけど、免許取得は会社がお金出してくれるんよ。だからA美でも大丈夫ちゃう？あ、でもＡ美って、確か方向音痴やったよね？」

A美
「そうやったぁ～ダメやね、やっぱわたし…」
B子
「地理はわかったほうがいいけど、最近は道を教えてくれるナビとか、どこにお客様がいるか探してくれる配車アプリとかがちゃんとついているから大丈夫よ。ま、ちょっとずつ勉強はしないとあかんけどねぇ」

Ａ美
「そうなんや、私も欲しいものあるし、今の仕事、人間関係もしんどいんよ。ちょっとタクシー転職考えてみようかな」
Ｂ子
「私の会社は他にも女性がいて、Ａ美みたいにシンママもいるし。でも、上下関係とかもいっさいないから、気がラクよ～ほんまに」

Ａ美
「私もやってみたいな、って思うんやけど、どうしたらいい？」


